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Abstract Kaiganryo Dormitories in the Boso Peninsula and Sansenryo Cottage Dormitories in Karuizawa were 
built from 1931 to 1933 as summer houses of Japan Women’s University (JWU). Five dormitories were designed 
by students studying housing education at JWU. This practical education includes architecture and is grounded 
in the educational policy of JWU set forth by Jinzo Naruse. These students attended the lectures of Koichi Sato, 
a notable architect. What Sato taught was well reflected in the plans of the dormitories. Sato did not aim to educate 
female architects, but the enthusiasm of the students, as well as of Assistant Professor Kuni Shibaya, actually 
succeeded in actualizing the constructions of the dormitories. 















「海岸寮」，「三泉寮カテージ 1 号館・2 号館・3 号
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「昭和 3年 4月入学 昭和 6年 1月家事都合ノタメ
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1 は，第二編はノート 2 に，それぞれ網掛けで示し
た目次項目を確認できた。第一編における 1から 11
は住居史，敷地，構造等の住居計画に関する内容，
















第一編  二編  
1 住居の意義及び職能 20 間取概要 44 書生部屋 
2 敷地 21 室の方位 45 化粧室 
3 構造の概要 22 室の広さ及び高さ 46 主人書斎 
4 屋根 23 室の形状 47 夫人室 
5 壁 24 玄関 48 児童室 
6 床 25 居間 49 少年室 
7 天井 26 寝室 50 ⻘年室 
8 出入口・⼾及び締金物 27 台所 51 老人室 
9 窓・窓障子・シヤター 28 便所 52 仏間 
10 帳 29 洗面所 53 洗濯室及び乾燥室 
11 家具 30 浴室 54 客用寝室 
12 採光法 31 押入 55 日光室 
13 照明法 32 納⼾及び物置 56 壇 
14 採暖法 33 廊下 57 車寄斜道 
15 換気法 34 縁側 58 段 
16 料理用熱 35 バルコニー 59 庭園 
17 給水及び排水 36 Bay ＆ Alcove 60 燈 
18 給湯 37 階段室及び階段 61 手水鉢 










  40 パントリー 64 門及び塀 
  41 応接間 65 自動車庫 
  42 客間 66 間賃家 
  43 女中室   
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寮名 年 月日 出来事 
海岸寮 






9 月 17 日 29 回生が中心となり、係分担して建設を計画した。28、29 回生は麻生校⻑や教員等と、建設地を訪れ、⾒学と共に修養会を開催した。 
12 月 10 日間程、家政学部・師範家政学部の有志の 29 回生が佐藤功一の事務所に通い、専門的な指導を受けた。 
1931 
1 月 18 日 29 回生は、第 1 回「目白の集い」という音楽会を開催した。 
2 月 3 日 地鎮祭を挙行。各学年の学生は教員らと共に参加した。 





6 月下旬 竣工 
7 月 5 日 開察式が行われ、麻生正蔵校⻑により「天心寮」と命名される。 
8 月 31 日〜 
9 月 9 日 
天心寮にて初めての夏季寮「夏期二年寮」が開かれた。大学部 1・2 年
生や、附属高等女学校 4 年生の夏季寮が開催。 
三泉寮 
カテージ 
1931 11 月頃 第 4 代井上秀校⻑が就任。 
1932 
1 月 17 日〜 
18 日 
（設計課題１） 
経済小生活展にて、当時住居学教育を受けたの 3 年生（30 回生）が作
成した、軽井沢三泉寮の設計試案や模型等が展示された。来館者と学
生の投票による決定した案が同年夏までに建設される計画であった。 
７月〜9 月頃 三泉寮カテージ 1 号館（洋風）、2 号館（和風）が建設。 
12 月 （設計課題２） 31 回生が「軽井沢三泉寮設計図案 三十六案」を作成した。 
1933 8 月頃 三泉寮カテージ 3 号館（洋風）、4 号館（洋風）が建設。 
 不明 （設計課題３） 手書きの平面図 5 枚（三泉寮の五、六、七、八号館等）が作成された。 
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合な所も多々ございます ２ がそこにはよろしく御理解願へることと存じます。」 
 （家庭週報 1070 号 1931 年 3 月 20 日） 
「家事科の四年生が昨年の九月以来、教授の佐藤功一博士と柴谷女史の指導の下 ３ にこの設計全部
をすっかり受け持ったことです。」 




























1. 当地の通風の関係を主とした東⻄をあける事 ８。但し相当強い⻄陽を避けるために樹木を植える。 
2. 少人数で家族的に修養生活をなし得る事。寮舎住人内外を収容し得る事。 
3. 別荘である故に玄関は敢えてとらぬを本体とし又家具も出来るだけ簡易にする事 ９。 
4. ご飯は共同炊事場で炊くので人数の割合に台所は狭くてよい事 １０。 
5. 共同浴場を設けるために各⼾にその準備を要せぬ事。 
（設計課題１：家庭週報 1112 号（五） 1932 年 1 月 22 日） 






任者  家政館  柴谷 １１ 
（設計課題２：「昭和七年十二月 三泉寮設計図案三十六案 日本女子大学住居部」の指導書より、成
瀬記念館所蔵） 
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４－２．夏季寮の建設過程と住居学教育 











した。28 回生・30 回生・31 回生・附属高等女学校
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海岸寮は，8 畳，10 畳，12 畳の３種類の和室 21
室が寮室として設けられた。1 階には食堂，台所，
浴室，脱衣室，洗面所，便所，事務室，応接室が配

























寮名 海岸寮 三泉寮カテージ 
号館 1 号館 2 号館 3 号館 4 号館 
様式 和風 洋風 和風 洋風 洋風 
階数 2 階 1 階 1 階 1 階 1 階 
建設年 1931 年 1932 年 1932 年 1933 年 1933 年 
設計者 29 回生 30 回生 30 回生 31 回生 31 回生 
建坪 約 152 坪 25 坪 29 坪 22.33 坪 28.75 坪 
収容人数 94 人 9 人 約 10 人 10 人 12 人 
居間的空間  約 15 ㎡ 約 13 ㎡ 約 32 ㎡ 約 36 ㎡ 
寮室空間  約 48 ㎡ 約 36.5 ㎡ 約 32 ㎡ 約 27 ㎡ 
1 人当たりの寮室
空間の面積 
 約 4.8 ㎡ 約 3.645 ㎡ 約 3.2 ㎡ 約 2.25 ㎡ 



































































半屋外空間 なし なし 藤椅子 なし なし 
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（海岸寮：家庭週報 1070号（七） 1931年 3月 20日より筆者作成 
    三泉寮カテージ：日本女子大学管理部施設課所蔵の図面より筆者作成） 
 
  
三泉寮カテージ 1号館のベッド 三泉寮カテージ２号館縁側の籐椅子 三泉寮カテージ４号館の暖炉 
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196，2006年 2006A  
・石井菜生：「近代日本女子高等教育に取り込まれ
戦前の日本女子大学における実践的な住居学教育 ―1931年から 1933年に建設された夏季寮の建設過程に着目して― 
















































・三泉寮カテージの写真：1978 年 9 月撮影，成瀬
記念館所蔵 
・三泉寮カテージの平面図：日本女子大学管理部施
設課所蔵 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
